日本機械学会奨励賞（研究）推薦書　様式7
日本機械学会奨励賞（研究） 推薦書（様式1）締切2024年8月５日（月）17時

	1.候補者
	会員資格
	選択
	会員番号
	
	フリガナ
	

	
	
	
	
	
	氏　名
	

	
	生年月日
	
	年
	
	月
	
	日生
	2025年4月1日現在の年齢
	満
	
	歳

	
	勤務先
	
	職名
	



	2.業績名
	候補業績の名称（28文字以内。句読点等（（ ）「 」・、）およびスペースを使用しないこと。語尾は「研究」とする。）

	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○研究



	3.部類
	 選択



	4.キーワード
	
	
	
	
	


キーワード：全体の内容が推測できるもの　部門キーワード集（https://www.jsme.or.jp/publish/transact/keyword.html）より５つ程度選定すること。
	[bookmark: _Hlk125107282]5.連絡先
	所在地
	〒
	電話
	

	
	氏名
	
	E-mail
	



	
6.推薦者：支部/部門は①欄に、個人推薦は②欄に、記入後、理由を記載すること。

	1 支部/部門
	選択
	組織長名
	



	②個人推薦
	選択
	会員番号
	
	氏名
	

	
	所属
	
	職名
	

	
	所在地
	〒

 (所属･部課名)　

	
	電話
	
	E-mail
	



	7.推薦理由（400字以内）

	







（以上　　字）

	8.推薦者確認欄　推薦者は下記を全て確認し、責任をもって推薦ください

	☐候補者が2025年4月1日時点で36歳未満であることを確認した
☐候補業績の名称と業績の内容が一致していることを確認した
☐記載されている業績の内容は、候補者が主体的に関わり貢献した業績であることを確認した


日本機械学会奨励賞（研究）推薦書　様式1

★様式1は1ページ以内で作成すること。
様式2024v1
日本機械学会奨励賞（研究） 推薦書（様式2）

	[bookmark: _Hlk125102026]1.業績概要
	業績の概要を400字以内で記すこと。共同作業による業績の場合は候補者の貢献を明確に区別すること。

	







（以上　　字）


	[bookmark: _Hlk125706177]2.業績の優秀性
	候補とする業績の優秀性について、(1)～(3)の項目に従って、箇条書きで簡潔に記すこと。

	(1)独創性、新規性の程度
・
・
・
・
・

(2)発展性の程度
・
・
・
・
・

(3)機械工業または広く産業社会に貢献する程度
・
・
・
・
・



★様式2は1ページ以内で作成すること。
★様式2は、図表使用不可。URLの記載・ファイル添付はしないこと。


日本機械学会奨励賞（研究）推薦書　様式2


日本機械学会奨励賞（研究） 推薦書（様式3）


	[bookmark: _Hlk125103286]1.業績の内容
	業績の内容について図表等を用いて当該分野の専門家以外のものにも分かりやすく記すこと。共同作業による業績の場合は候補者の貢献を明確に区別すること。

	


★様式3は1ページ以内で作成すること。
★URLの記載・ファイル添付はしないこと。
日本機械学会奨励賞（研究）推薦書　様式3

[bookmark: _Hlk125105213]日本機械学会奨励賞（研究） 推薦書（様式4）
	1.主要論文・特許・実用新案
	業績に関係する公表された主な論文、登録された特許・実用新案（3件以内）について以下に記し、その論文または公報のPDFを添付すること。ファイル名は「業績-1.pdf」（業績①の場合）とする。オンライン上でフリーアクセス可能なものは、ファイルの添付はせず、ハイパーリンク設定をしてURLを記す。論文はアクセプト済みのもの、特許・実用新案は登録されたもののみを記す。

	業績①タイトル：
全執筆者氏名（候補者氏名に下線）：
掲載誌名・巻号・ページ・発表年月：「●●●●●●」、vol. ●, No. ●、pp. ● – ●、2019年3月発表、https://www.jstage.jst.go.jp/browse/transjsme/-char/ja/

	概要と本人の貢献





	業績②タイトル：
全執筆者氏名（候補者氏名に下線）：
掲載誌名・巻号・ページ・発表年月：「●●●●●●」、vol. ●, No. ●、pp. ● – ●、2022年12月アクセプト済み、PDF添付

	概要と本人の貢献





	業績③登録番号・タイトル：特許第●●●●●号　「●●●●装置」
全発明者氏名（候補者氏名に下線）：
出願、登録年月日：20●●年●月●日出願、20●●年●月●日登録、https://www.j-platpat

	概要と本人の貢献






日本機械学会奨励賞（研究）推薦書　様式4
★様式4は1ページ以内で作成すること。

[bookmark: _Hlk125105669]日本機械学会奨励賞（研究） 推薦書（様式5）
	1.論文一覧
	候補業績と関係のないものも含め、公表された論文について以下に記すこと。アクセプト済みのもののみ記し、様式4に挙げたものは本項には記載しないこと。

	１．タイトル、全執筆者氏名（候補者氏名に下線）、「掲載誌名」、巻号、ページ、発表年月
２．●●●●、○○○○、△△△△、□□□□、◇◇◇◇、「●●●●●●」、vol. ●, No. ●、pp. ● – ●、2019年3月発表
３．●●●●、△△△△、○○○○、□□□□、◇◇◇◇、「●●●●●●」、vol. ●, No. ●、pp. ● – ●、2019年3月発表



	2.特許・実用新案一覧
	候補業績と関係のないものも含め、登録された特許・実用新案について以下に記すこと。様式４に挙げたものは本項には記載しないこと。

	１．登録番号、「タイトル」、全発明者氏名（候補者氏名に下線）、出願年月日、登録年月日
２．特許第●●●●●号　「●●●●装置」、●●●●、○○○○、△△△△、□□□□、◇◇◇◇、20●●年●月●日出願、20●●年●月●日登録
３．特許第●●●●●号　「●●●●装置」、●●●●、○○○○、△△△△、□□□□、◇◇◇◇、20●●年●月●日出願、20●●年●月●日登録



	3.著書一覧
	候補業績と関係のないものも含め、出版された著書について以下に記すこと。

	１．「出版物名称」、全執筆者氏名（候補者氏名に下線）、出版社名、発行年
２．「●●●●」、●●●●、○○○○、△△△△、□□□□、◇◇◇◇、●●社、20●●年発行
３．「●●●●」、●●●●、○○○○、△△△△、□□□□、◇◇◇◇、●●社、20●●年発行




	4.新聞等一覧
	候補業績と関係のないものも含め、候補者を取り上げた新聞記事・雑誌等について以下に記すこと。

	１．「記事名」、掲載紙名、掲載面・ページ、発行年
２．「●●●●」、△△新聞、20面、20●●年発行
３．「●●●●」、△△雑誌、pp. ● – ●、20●●年発行


★様式5は必要に応じてページ数を増やしても良い。該当しない項目については省略せず「該当なし」と記すこと。
★様式５はURLの記載・ファイル添付はしないこと。


日本機械学会奨励賞（研究）推薦書　様式5

日本機械学会奨励賞（研究） 推薦書（様式6）
	1.学歴
	候補者の学歴を記すこと。

	卒業／終了年月日（西暦）
	大学名・専攻等

	
	

	
	

	
	



	2.職歴
	候補者の現職に至るまでの職歴を記すこと。

	自　年月日（西暦）
	勤務先名称
	役職名

	至　年月日（西暦）
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	現在
	
	



	3.表彰歴
	候補業績と関係のないものも含め、候補者の表彰について記すこと。全受賞者名のうち、候補者名には下線を引く。

	受賞年月日（西暦）
	表彰名および主催団体
	全受賞者名

	2021年4月○日
	○○賞（△△学会）
	●●●●、○○○○、△△△△、□□□□、◇◇◇◇

	
	
	


[bookmark: _Hlk125104687]★様式6は必要に応じてページ数を増やしても良い。該当しない項目については省略せず「該当なし」と記すこと。
日本機械学会奨励賞（研究）推薦書　様式6

日本機械学会奨励賞（研究） 推薦書（様式7）
	
1.学会賞既受賞者の推薦
	候補者の日本機械学会賞受賞歴の有無について回答し、受賞歴がある場合には、指示に従って必要事項を記入すること。選択肢のある設問にはいずれかの〔□〕にチェックをつけて回答する。

	・受賞有無の確認：　〔□〕有り（↓の項目も記載すること）／〔□〕無し（以降の回答は不要）

	・既受賞案件と候補業績の関連性
候補者が既に学会賞を受けている場合は、対象となる業績が以下のいずれかに対応していることを要する
〔□〕①　　学会賞の内容と独立であること
〔□〕②ア．学会賞の内容をさらに充実・発展させたものであること
〔□〕　イ．学会賞の内容を達成する上で基礎となったものであること

	・学会賞受賞年度・題目および候補者の役割等その内容を以下に明記する

	(1)学会賞受賞事項

	　　　　年度　日本機械学会賞〔□〕論文／〔□〕技術　受賞

	受賞題目：

	(2)候補者の果たした役割等その内容

	


★様式7は該当する受賞履歴1件につき1ページ以内で記すこと。

